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規

則 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
審
議
会
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
委
員
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

審
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
調
査
員
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
委
員
」
の
下
に
「
及
び
臨
時
委
員
」
を
加
え
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

臨
時
委
員
の
任
期
は
、
当
該
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
す
る
期
間
と
す
る
。 

 

第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。 

 

第
九
条
第
二
項
中
「
委
員
」
を
「
委
員
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。 

 

第
八
条
た
だ
し
書
中
「
委
員
」
を
「
委
員
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
を
第

八
条
と
す
る
。 

 

第
六
条
第
二
項
中
「
は
、
委
員
の
う
ち
か
ら
」
を
「
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
調
査
員
は
、
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
委
員
」
の
下
に
「
及
び
臨
時
委
員
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
属
す

る
委
員
」
の
下
に
「
及
び
臨
時
委
員
」
を
加
え
、
「
指
名
す
る
委
員
」
を
「
指
名
す
る
者
」
に
改

め
、
同
条
第
六
項
中
「
、
次
条
、
第
八
条
及
び
第
九
条
」
を
「
及
び
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
」
に

改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
中
「
委
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
委
員
等
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

 

第
六
条
中
第
六
項
を
第
八
項
と
し
、
第
五
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
、
同
条
を
第
七
条
と
す

る
。 

６ 

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

７ 

部
会
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
部
会
が
議
決
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
会
長

に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
五
条
第
二
項
中
「
委
員
」
の
下
に
「
及
び
当
該
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
（
以
下
「
委



員
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
委
員
」
を
「
委
員
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第

六
条
と
し
、
第
四
条
を
第
五
条
と
し
、
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
（
専
門
調
査
員
） 

第
四
条 
専
門
調
査
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事

が
委
嘱
す
る
。 

２ 

専
門
調
査
員
の
任
期
は
、
当
該
専
門
の
事
項
を
調
査
す
る
期
間
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
一
号 

埼
玉
県
議
会
平
成
二
十
八
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度
埼
玉
県

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
及
び
平
成
二
十
八
年
度
埼
玉
県
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 
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玉
県
知
事 

上 

田 
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      平成２８年度埼玉県一般会計補正予算（第４号） 

 平成２８年度埼玉県一般会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ883,824千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,894,213,068千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正） 

第２条 繰越明許費の追加は、「第２表繰越明許費補正」による。 

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の追加及び変更は、「第３表地方債補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 
款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

7 分 担 金 及 び 負 担 金     3,245,794  58,387  3,304,181  

2 負 担 金 

 

 2,983,524  58,387  3,041,911  

9 国 庫 支 出 金     182,420,397  618,383  183,038,780  

2 国 庫 補 助 金  49,278,779  618,383  49,897,162  

13 繰 越 金     554,153  122,054  676,207  

1 繰 越 金  554,153  122,054  676,207  

15 県 債     245,912,000  85,000  245,997,000  

1 県 債  245,912,000  85,000  245,997,000  

歳 入 合 計  1,893,329,244  883,824  1,894,213,068  

  



 

 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

2 総 務 費     93,252,626  3,297  93,255,923  

3 県 民 費  13,130,652  3,297  13,133,949  

3 民 生 費     347,664,259  551,177  348,215,436  

1 社 会 福 祉 費  259,359,438  185,938 

,828 

 259,545,376  

2 児 童 福 祉 費  76,143,968  363,283  76,507,251  

3 生 活 保 護 費  11,654,537  1,956  11,656,493  

6 農 林 水 産 業 費     23,686,093  329,350  24,015,443  

4 林 業 費  4,803,275  10,666  4,813,941  

5 農 地 費  8,208,525  318,684  8,527,209  

歳 出 合 計  1,893,329,244  883,824  1,894,213,068  



第２表 繰越明許費補正                                                                                         

 追  加                                                       （単位 千円） 

款 項  事 業 名   金 額  

8 土 木 費 

 

2 道 路 橋 り ょ う 費 

  災害防除費 

電線地中化（道路）整備費 

社会資本整備総合交付金（改築）事業費 

橋りょう修繕費 

 150,000 

130,000 

50,000 

160,000 

 

3 河 川 費 
  河川改修費 

社会資本整備総合交付金（河川）事業費 

 150,000 

107,000 
 

4 都 市 計 画 費   社会資本整備総合交付金（街路）事業費  260,000  

 

  



 

第３表 地方債補正  

 

 追  加                                                                                                        （単位 千円） 

起  債  の  目  的 限  度  額 起 債 の 方 法 利   率 償 還 の 方 法  

 

児 童 相 談 所 一 時 保 護 所 棟 

整 備 事 業 
  3,000   

普通貸借又は証券発行（他 

の地方公共団体との共同発 

行を含む。）。ただし、発 

行価格が額面金額を下回る 

ときは、その発行価格差減 

額をうめるため必要な金額 

を限度額に加算した金額と 

することができる。 

  

10％以内。ただし、利 

率見直し方式で借り入

れる資金について、利 

率の見直しを行った後 

においては、当該見直 

し後の利率とする。 

  
政府資金についてはその融通 

条件により、銀行その他の場 

合はその債権者と協定した融 

通条件による。ただし、県財 

政の都合により据置期間を短 

縮し、若しくは繰上償還又は 

低利に借り換えることができ 

る。 

 

 

  



 変  更                                                                                                        （単位 千円） 

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

児童福祉施設整備事業   454,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他 

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合 

により据置期間を

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

459,000 

      

 

 

    

 

農 業 基 盤 整 備 事 業   1,022,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

1,099,000 

 

６ 

    

 

（  補正前に同じ。） 

（ 同     上 ） 



   

 

 

 

   平成２８年度埼玉県病院事業会計補正予算（第１号） 

 （総 則） 

第１条 平成２８年度埼玉県病院事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出） 

第２条 平成２８年度埼玉県病院事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 

収 入 

 

 （単位 千円） 

 

 

科         目 既  決  予  定  額 補  正  予  定  額 計 

 

 

第１款 病 院 事 業 収 益  49,366,250   1,471,608  50,837,858  

 第１項 医 業 収 益  39,075,549  1,471,608  40,547,157  

 

 

支 出 

 

 （単位 千円） 

 

 

科         目 既  決  予  定  額 補  正  予  定  額 計 

 

 

第１款 病 院 事 業 費 用  54,254,978  1,449,717  55,704,695  

 第１項 医 業 費 用  51,984,658  1,449,717  53,434,375  

 

 



 

 （債務負担行為） 

第３条 予算第５条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額を次のとおり追加して補正する。 

                                                          （単位 千円） 

事 項 期 間 限 度 額 

医療型障害児入所施設整備事業 平 成 2 9 年 度 883,398 

 

（たな卸資産購入限度額） 

第４条 予算第９条中「7,494,665 千円」を「8,944,382 千円」に改める。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
号 

 
埼
玉
県
議
会
平
成
二
十
八
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
認
定
の
議
決
を
経
た
平
成
二
十
七
年
度

埼
玉
県
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
並
び
に
平
成
二
十
七
年
度
埼
玉
県
公
営
企
業
会
計
決
算

並
び
に
こ
れ
ら
に
係
る
埼
玉
県
監
査
委
員
の
審
査
意
見
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
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田 

清 
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告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
号 

 
飯
能
市
か
ら
飯
能
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
号 

 
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
病
院
及
び
診
療
所
は
、
救
急
業
務
に
関
し
協
力
す
る
旨
の
申
出
が
撤

回
さ
れ
た
た
め
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
撤
回
日
を
も
っ
て
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和

三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
急
病
院
又
は
救
急
診
療
所
で
な
く

な
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

    

さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院 

 

医
療
法
人
社
団
仁
心
会
越
谷

ハ
ー
ト
フ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 

 

名 

称 
 

 
 

 
 病

院 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合

八
丁
目
三
番
三
十
三
号 

埼
玉
県
越
谷
市
川
柳
町
三
丁
目
五
十

番
地
一 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 

平

成

二

十

八

年

十

二

月

三

十
一
日  

撤
回
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
五
号 

 
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
病
院
を
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第

八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
急
病
院
と
し
て
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
に
認
定
し
、
そ

の
有
効
期
限
を
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

          

                 

さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院 

 

医
療
法
人
社
団
仁
心
会
越
谷

ハ
ー
ト
フ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル 

 
 

 
 

 

名 

称 
 

 
 

 
 病

院 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心

一
番
地
五 

埼
玉
県
越
谷
市
川
柳
町
三
丁
目
五
十

番
地
一 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 

平

成

三

十

一

年

十

二

月

十

六
日 

 

有
効
期
限 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ス
ポ
ー
ツ
デ
ポ
入
間
下
藤
沢
店 

 

埼
玉
県
入
間
市
下
藤
沢
百
七
十
八
―
一
、
百
七
十
八
―
三
、
百
八
十
五
―
一
、
百
八
十
六

―
一 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

⑴ 

住
宅
地
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、
駐
車
場
の
騒
音
対
策
や
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
等
の
光
対

策
な
ど
、
十
分
な
環
境
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。 

⑵ 

市
道
幹
十
一
号
線
に
つ
い
て
は
、
藤
沢
北
小
学
校
、
藤
沢
中
学
校
の
通
学
路
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
登
下
校
時
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
万
全
な

対
応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
法
第
六

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等

を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ア
ズ
熊
谷 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
二
丁
目
百
十
五
番
地 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

七
〇
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

七
〇
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

六
〇
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

六
〇
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

二
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

二
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

容
量 

三
六
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

容
量 

四
九
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 

（
変
更
前
）
出
入
口
の
数 

一
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

（
変
更
後
）
出
入
口
の
数 

三
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
五
月
六
日
ま
で 



三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
五
月
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
号
の
規
定
に
よ
り
、 

荒
川
右
岸
用
排
水
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の

氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 

一 

就
任 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
住 

 
 

 

所 

 

理
事 

内 

田 

光 

夫 

埼
玉
県
川
越
市
大
字
北
田
島
三
百
六
十
六
番
地 

 

同 
 

矢 

島 

一 

雄 

同 
 

同 
 

同 

石
田
本
郷
四
百
四
番
地 

 

同 
 

江 

田 
 

 

眞 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

 

千
百
四
十
四
番
地
一 

 

同 
 

西 

島 

貞 

一 

同 
 

同 
 

同 
鴨
田
八
百
二
十
四
番
地
一 

 

同 
 

江 

田 

弥
寿
之 

同 
 

同 
 

同 

上
老
袋
百
七
十
八
番
地 

 

同 
 

野 

原 

俊 

明 

同 
 

同 
 

同 

古
谷
上
百
二
十
六
番
地
一 

 

同 
 

渋 

谷 
 

 

実 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

五
千
六
百
六
十
三
番
地
一 

 

同 
 

粕 

谷 

安 

治 

同 
 

同 
 

同 

古
谷
本
郷
八
百
五
十
四
番
地 

 

同 
 

三 

上 

恒 

生 

同 
 

同 
 

同 

八
ツ
島
三
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

鈴 

木 

巳
子
男 

同 
 

同 
 

藤
木
町
十
五
番
地
十
四 

 

同 
 

高 

橋 

省 

三 

同 
 

同 
 

大
字
今
泉
七
十
八
番
地 

 

同 
 

若 

海 

玄 

平 

同 
 

同 
 

同 

久
下
戸
千
八
百
十
番
地
二 

 

同 
 

小 

泉 

鉄 

雄 

同 
 

同 
 

同 

渋
井
九
百
十
八
番
地 

 

同 
 

時 

田 

昭 

一 

同 
 

富
士
見
市
大
字
東
大
久
保
千
九
百
九
十
六
番
地 

 

監
事 

西 

島 
 

 

進 

同 
 

川
越
市
大
字
鴨
田
二
百
五
十
一
番
地
一 

 

同 
 

榎 

本 

武 

志 

同 
 

同 
 

同 

小
中
居
九
百
八
十
五
番
地
一 

 

同 
 

沢 

田 

邦 

彦 

同 
 

同 
 

同 

古
市
場
六
十
一
番
地 

 

同 
 

鴻 

村 

和 

男 

同 
 

富
士
見
市
大
字
東
大
久
保
二
百
二
十
番
地 

 

二 

退
任 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

所 

 

理
事 

大 

野 

英 

誠 

埼
玉
県
川
越
市
大
字
石
田
六
百
七
十
番
地 

 

同 
 

内 

田 

光 

夫 

同 
 

同 
 

同 

北
田
島
三
百
六
十
六
番
地 

 

同 
 

山 

下 
 

 

潔 

同 
 

同 
 

同 

石
田
本
郷
六
百
十
一
番
地 

 

同 
 

田 

口 

喜 

一 

同 
 

同 
 

同 

鴨
田
三
百
九
十
七
番
地 

 

同 
 

吉 

田 
 

 

清 

同 
 

同 
 

同 

鹿
飼
五
百
二
十
一
番
地 



 

同 
 

渋 

谷 
 

 

徹 

同 
 

同 
 

同 

古
谷
上
四
千
百
十
四
番
地 

 

同 
 

渋 

谷 
 

 

実 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

五
千
六
百
六
十
三
番
地
一 

 
同 

 

吉 

崎 

一 

行 

同 
 

同 
 

同 

古
谷
本
郷
千
三
百
六
十
一
番
地 

 

同 
 

岸 

野 

清 

治 

同 
 

同 
 

同 

高
島
四
百
九
十
九
番
地 

 

同 
 

細 
野 

 
 

稔 

同 
 

同 
 

同 

南
田
島
五
百
八
十
五
番
地 

 

同 
 

細 
田 
眞 

二 

同 
 

同 
 

同 

並
木
八
百
三
十
七
番
地 

 

同 
 

田 

中 
 

 
典 

同 
 

同 
 

同 

久
下
戸
四
千
九
百
四
十
四
番
地 

 

同 
 

沢 

田 

邦 
彦 

同 
 

同 
 

同 

古
市
場
六
十
一
番
地 

 

同 
 

斉 

藤 
 

 

勝 
同 

 

富
士
見
市
大
字
東
大
久
保
千
七
百
十
三
番
地 

 

監
事 

田 

中 
 

 

操 

同 
 

川
越
市
大
字
鴨
田
九
百
二
十
五
番
地 

 

同 
 

榎 

本 

武 

志 

同 
 

同 
 

同 

小
中
居
九
百
八
十
五
番
地
一 

 

同 
 

神 

田 
 

 

等 

同 
 

同 
 

同 

牛
子
百
六
十
五
番
地 

 

同 
 

時 

田 

昭 

一 

同 
 

富
士
見
市
大
字
東
大
久
保
千
九
百
九
十
六
番
地 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
九
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

増
林
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住

所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

石 

井 

一 

司 
 

埼
玉
県
越
谷
市
増
林
二
丁
目
三
百
七
十
三
番
地
一 

 

同 
 

石 

井 

孝 

幸 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
林
四
千
四
百
六
番
地
三 

 

同 
 

内 

野 

光 

喜 
 

同 
 

同 
 

中
島
二
丁
目
十
五
番
地 

 

同 
 

榎 

本 

恵 

𥢗 
 

同 
 

同 
 

増
林
一
丁
目
百
八
十
二
番
地 

 

同 
 

栗 

原 

𠀋 

士 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
森
千
八
百
十
七
番
地 

 

同 
 

小 

島 

修 

武 
 

同 
 

同 
 

同 

増
林
五
百
四
十
四
番
地 

 

同 
 

小 

島 

初 

治 
 

同 
 

同 
 

増
林
一
丁
目
十
一
番
地 

 

同 
 

渋 

谷 
 

 

勇 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
森
二
千
三
百
九
十
五
番
地
一 

 

同 
 

鈴 

木 
 

 

操 
 

同 
 

同 
 

同 

増
林
三
千
七
百
六
十
四
番
地 

 

同 
 

関 

根 
 

 

栄 
 

同 
 

同 
 

同 

増
森
千
六
百
二
十
五
番
地 

 

同 
 

中 

村 

敏 

久 
 

同 
 

同 
 

増
森
二
丁
目
百
九
十
九
番
地 

 

同 
 

三
ツ
木 

宗 

一 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
林
三
千
二
百
四
十
番
地 

 

同 
 

森 

田 

恒 

光 
 

同 
 

同 
 

同 

増
森
二
百
七
十
五
番
地 

 

同 
 

山 

﨑 
 

 

茂 
 

同 
 

同 
 

同 

増
林
五
千
六
百
二
十
一
番
地 

 

同 
 

 

田 

忠 

茂 
 

同 
 

同 
 

同 

増
森
二
千
四
百
八
十
四
番
地 

 

監
事 

須 

賀 

一 

男 
 

同 
 

同 
 

同 

増
林
二
千
六
百
八
十
二
番
地 

 

同 
 

中 

村 

利 

信 
 

同 
 

同 
 

増
森
二
丁
目
四
十
七
番
地 

 

同 
 

林 
 

 
 

 

晃 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
森
千
八
百
四
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

 

田 

忠 

茂 
 

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
増
森
二
千
四
百
八
十
四
番
地 

 

同 
 

山 

﨑 
 

 

茂 
 

同 
 

同 
 

同 

増
林
五
千
六
百
二
十
一
番
地 

 

同 
 

中 

村 

敏 

久 
 

同 
 

同 
 

増
森
二
丁
目
百
九
十
九
番
地 

 

同 
 

小 

島 

修 

武 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
林
五
百
四
十
四
番
地 

 

同 
 

三
ツ
木 

宗 

一 
 

同 
 

同 
 

同 

増
林
三
千
二
百
四
十
番
地 



 

同 
 

榎 

本 

恵 

𥢗 
 

同 
 

同 
 

増
林
一
丁
目
百
八
十
二
番
地 

 

同 
 

鈴 

木 
 

 

操 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
林
三
千
七
百
六
十
四
番
地 

 
同 

 

須 

賀 

啓 

夫 
 

同 
 

同 
 

増
林
二
丁
目
四
百
三
十
八
番
地
一 

 

同 
 

石 

井 

孝 

幸 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
林
四
千
四
百
六
番
地
三 

 

同 
 

小 
島 

初 

治 
 

同 
 

同 
 

増
林
一
丁
目
十
一
番
地 

 

同 
 

栗 

原 
𠀋 

士 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
森
千
八
百
十
七
番
地 

 

同 
 

中 

村 

修 
平 

 

同 
 

同 
 

同 

増
森
千
七
百
一
番
地 

 

同 
 

渋 

谷 

誠 
一 

 

同 
 

同 
 

同 

増
森
二
千
二
百
八
番
地 

 

同 
 

森 

田 

恒 

光 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

二
百
七
十
五
番
地 

 

同 
 

林 
 

 

榮 

一 
 

同 
 

同 
 

中
島
一
丁
目
七
十
九
番
地 

 

監
事 

林 
 

 
 

 

晃 
 

同 
 

同 
 

大
字
増
森
千
八
百
四
番
地 

 

同 
 

今 

井 
 

 

清 
 

同 
 

同 
 

同 

増
林
三
千
七
百
二
十
二
番
地
二 

 

同 
 

須 

賀 

一 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
同 

二
千
六
百
八
十
二
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
十
三
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
二
十
七
年
三

月
二
十
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
本
庄
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
一
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
本
庄
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

本
庄
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
一
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
九
月
七
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
二
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
二
瀬
ダ
ム
管
理
所
か
ら
次
の
と
お
り
公

共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）

第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
二
瀬
ダ
ム
管
理
所 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
水
準
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

皆
野
町
（
一
部
） 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
三
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
四
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
三
島
開
発
株
式
会
社
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

三
島
開
発
株
式
会
社 

二 

作
業
種
類 

 
 

基
準
点
測
量 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
島
町
（
一
部
） 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
五
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
東
松
山
市
藤
曲
他
地
区
開
発
共
同
企
業
体
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量

を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三

十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

東
松
山
市
藤
曲
他
地
区
開
発
共
同
企
業
体 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

東
松
山
市
（
一
部
） 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
六
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
九
月
六
月
三
十
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
六
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
川
越
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
越
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
越
市
大
字
山
田
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
七
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
三
十
九
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
二
十
八
年
十

二
月
十
六
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
八
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
入
間
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

入
間
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
航
空
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

入
間
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
九
号 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

蓮
田
市
か
ら
蓮
田
都
市
計
画
事
業
黒
浜
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
換
地
処
分
を
し
た
旨
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
十
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
上
尾
運
動
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
十
一
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
羽
生
水
郷
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
十
二
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 



１ 購入等件名及び数量 

  ヘリコプターテレビシステムの賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度第一係 埼玉県さいたま市浦和区高砂

３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  平成28年12月６日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  三菱電機クレジット株式会社 東京都品川区大崎１丁目６番３号 

５ 契約金額 

  191,500,848円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方自治法施行令第167条の２第１項第８号に該当 

 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
一
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

意
思
の
表
示
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 
 

 
 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
七
工
区
（
二
）
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
へ
の
加
入
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
松
ヶ
丘
二
丁
目
十
一
番
五
号 

乙
茂
内 

素
子 

三 

建
築
協
定
へ
の
加
入
に
係
る
土
地
の
区
域 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
松
ケ
丘
二
丁
目
千
四
百
八
十
六
番
六
百
九
十
三 

  



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
号 

 
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発

行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
七
〇
一
〇
八
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日 

 
 

川
建
セ
第
二
八
〇
〇
五
九
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
都
五
十
四
番
七 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
都
五
十
七
番
地 

 
 

田
中 

一
城 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
号 

 
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発

行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
八
月
三
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
八
〇
〇
一
八
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

川
建
セ
第
二
八
〇
〇
五
七
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
大
字
赤
沼
字
花
見
堂
七
百
九
番
三 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
日
高
市
女
影
四
百
二
十
三
番
地
六 

 
 

石
木 

大
和 

 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築

協
定
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 
 

 
 

一 

建
築
協
定
認
可
申
請
者
の
代
表
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
越
谷
市
南
越
谷
一
丁
目
二
千
九
百
五
番
地
三 

 
 

中
央
グ
リ
ー
ン
開
発
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

中
内 

慶
太
郎 

二 

建
築
協
定
区
域 

 
 

埼
玉
県
朝
霞
市
根
岸
台
三
丁
目
九
百
九
十
七
番
地
十
四
他 

 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
一
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

岩 

本 

育 

子 
 

 
 

一 

日
時 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 
 

当
面
す
る
教
育
関
係
諸
問
題
に
つ
い
て 

  



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
二
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
埼
玉
県
立
名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

岩 

本 

育 

子 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

名
栗
フ
ィ
ー
ル
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ 

 
 

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
十
番
一
号 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

  



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
一
号 

 
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
他
の
政
令
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 
 

 
 

  

病 
 

院 

病 
 

院 

老
人
ホ
ー
ム 

種 
 

別 

医
療
法
人
社
団
寿
会 

吉
沢
病
院 

医
療
法
人
明
晴
会 

西
武
入
間
病
院 

社
会
福
祉
法
人
桑
の
実
会 

レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
小
手
指 
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
本
庄
市
千
二
百
十
六
番

地
一 

埼
玉
県
入
間
市
大
字
野
田
九
百

四
十
六 

埼
玉
県
所
沢
市
小
手
指
町
四
丁

目
十
八
番
一 

所 
 

在 
 

地 


	Kenpo2863
	t2863_20170106-001i5300comp
	t2863_20170106-002i5285comp
	t2863_20170106-002i5285comp
	t2863_20170106i5285

	t2863_20170106-003i5286comp
	t2863_20170106-003i5286comp
	t2863_20170106i5286

	t2863_20170106-004i5271comp
	t2863_20170106-005i5127comp
	t2863_20170106-006i5128comp
	t2863_20170106-007i5266comp
	t2863_20170106-008i5270comp
	t2863_20170106-009i5302comp
	t2863_20170106-010i5316comp
	t2863_20170106-011i5289comp
	t2863_20170106-012i5290comp
	t2863_20170106-013i5291comp
	t2863_20170106-014i5292comp
	t2863_20170106-015i5293comp
	t2863_20170106-016i5294comp
	t2863_20170106-017i5295comp
	t2863_20170106-018i5310comp
	t2863_20170106-019i5318comp
	t2863_20170106-020i5131comp
	t2863_20170106-021i5137comp
	t2863_20170106-022i5138comp
	t2863_20170106-023i5301comp
	t2863_20170106-024i5269comp
	t2863_20170106-025i5303comp
	t2863_20170106-026i5305comp
	t2863_20170106-027i5306comp
	t2863_20170106-028i5309comp
	t2863_20170106-029i5287comp
	t2863_20170106-030i5284comp

